
明石海峡の底を探る
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11の神戸大学付属明石小学校における;:/I;i寅要旨であるο (  lIillll保夫)

本州と四国を、鉄道ある1 . . ( ; 工道路で結ぼうという計的i
は相当古くからあったが、最近では、それが一層具体化
して、 コースの選定とか、 トンネノレか欽frITil.、ずれにすべ
きカ‘なとと、各方面にかなりのt話題をよんでし、る 1'1木
同有鉄道におし ても、本チ11 ・四同辿絡鉄道の建設計画を
たて、それぞれの分野で来礎資料をととのえつつある。
明石海峡をへて、淡路Jみを中継とするコースも計画路線
にあげられてし、るつ IYJ石海峡では、 1955年以米、主とし
て海底地形ならびに地質調査を、国鉄技術部か'1'心にな
り、大阪市立大学地学教室、海上保安庁水路部かこれに
協力して、その調査を進めてきた なにしろ調子守の対象
l土、海底l I i i とさらに内部の地質桝迭にあるのであるカ、
ら、その作業には、人女rrれぬ労古と長期間の時日とを要
したτ その結果、たL、そう精度の高し、海底地質図を作製
することカ hできたのミの調査によつて、たんに海底の未
知の分野が|明則らカか、Iにこされたと L、うのみでなく
地質学徒にとつて多くの興味ある事実、とくに新生代地
史研究に関する}lt重な資料が得られたハこの機会に、そ
の調主主資料、 ifij氏地質の調布方法などを紹介したしf

調査方法、探円、につL、ては後述する力、電気スノミーク

の震正lj波を利用した音波探. f iW と、消水艇「白鯨号」に
よる御氏の実地調子fとを採川 Lたことは、特筆すべきミ
とカ}らであるて

海底地形

海底の起伏を調べる社{ I j 深作業は 1 mの等深線で地形を
た現すると L、う入念な品目j資力、行なわれたc それによる
と、最深部は、ほほ、海峡の中央部にあり、深さ 117 m に
j主し、谷状( 海釜) に北阿 南東方面にのびてし、る。ま
た、i T 線からの深度の変化は、 i'l'になるに L たtJ.;¥ ，¥ 徐
々に深くなるとL 、うのではなく、水泳，4 0 mまでくらL 、は
平らな面をもっ、段斤. 状の地形カ hひろく分布してL、る O

そして、その末端では約3 0 mの急出をなしてL 、るか、 70
30m以深tJ，らは、点、なりの傾斜でii廿釜につづく
この平J iI[函の存在するな義は大暑く、海峡のI;l(:閃をと

きあかす大きな鍵である} つまり、」れはiiij/!¥:.に保存さ
れた段E:であって、そのた1"成時JWHこっし、ては、 寺わめて
新しし、氷期の所pr : ーであると考えるp

海底地質

I>>J石海峡をはさむ本州illJlと淡路島北端部とのj由貿は非
常に似てし、る。この両者が、海底でとのようにつながっ
てし、るか‘六甲山j也生成期のk外J"f動を裏付けた、実六
甲の衝七断層・表六甲の断層群等が、果して海底ではと
んなになってし、るか、これは、きわめて興味深L 、ことで
あった!
調. f i 方法
以上のようなこと泊 i らを知る方法として、 J乗り L、れら

れた調査法は次の通りである c

(1) トレツ O) :200-400mごとに一点の! 則合で、 420A'.
のドレツシがおこなわれた「

(2) げijJ氏ポーリンク: '15地点で海底下 1 m f'，¥度のコア
が採集されたη

(3) スパーカーによる育波探脊ο33illJI線延べ 120llm の
iVi¥j究を実施。

(4) 潜水航「白鯨号」による実地刺殺り
七: 己のうち、もっとも威力を発押したのはスノ 1ーカー

であって、その調査精度の高L 、こと、あたかも地質学者
が海底を歩きまわって調べあげたのと、少しも変わらぬ
くらし、の高L 、性能をしめしたυ その装[ げを簡単に説明し
たL、。この方法は背響誤IJ j 築機の原理から考案されたもの
で‘それは、海'jlで電気スパークを辿続的におこし、そ
の際生じた震動波を利用して海底面のみならず、 ifr}氏下

氾入し、その震動波を解析 L て、地質構造を知るとL 、う
方法であるう最良の条件に恵まれた海域では、海底面下
約 300m の深所まで、その構造力、解析できるとL 、うて高
性能の探T11機であるけ発信装i計は交流 110 示ルトの電源

の; 記録された反射波は次の写真に Lめしたようなもので
ある( ' 4 貰略)。
地 質
i毎の) 氏を探るのに採られた方法l士、前日己の通りであっ
たが、調者fの最終段附ιは、げi水船「向鯨弓」に、地質学
長カ aのりく J弘、 1 カ月にわたって、綿密なM 奈をしたr

その結果、次| 濁のような立派な海底地質岡泊、 ( 岡市省
目的作l鉄技術部伊崎氏らによって完成されたのである。

つd



もっとも地質問そのものl士、 1959年夏のス，、ーカーの
資料を解析して、ほぼ完1)止されて L、た つづL、て行なつ
に r-l'lM号」での慨然布li!誌とを対照すると‘同者ぜこ殆ん
どの11 しがなか 4 たので、われわれは、あ b ためてス"
ーカーの威力に驚ヵ、されたので、ある。し71、し一方、ここ
で忘れではならないのは、現在までになされた、明石海
i I 政近模地域の地質研究であって、これら地質あるL 、は化
イJ の州究業績カなければ、折角の反射波も的確に解析し
得なヵ、ったカ白も知れなL 、 以下地質の説| リlを行なう。

胤峡' ] ' . 1 火、やや淡路ルよりの地点、で、東北東 jI'i w41J4  
の方["J iこ、細長く、約 1，9切にわたり分布してL る c 叉、
岩屋の松帆 松帆崎間の汀線引こも小さな露11¥がある。
この花開岩は、付近一帯に分布してL、る作11戸層群のIl¥j;/J
ら顔を:1'，してL、るのであるが、その関係は、北側におレ

盤の凸出部に村j汁する部分であるとL、える。これらの花
筒岩は、六IjllJ i j 也西部より淡路尚北部の山地をつくる、
領家型の花附岩に属してレるつ
同l戸層群( 第三紀、中新ド士)

海
峡中央部から淡路島岩屋の絵向、大和島に力、けてひろが
ってL 、る J也同をつくって¥ " るのは、凝灰岩、砂寺号、 1療
刻、口組、 泥岩なとで、 それらはa :I再L てし、る「走 1，')J 
l土、一般に北東土I /i'Jで小規模な栴曲構造を Lめすことカι

あるしこのJ也屑の附上への延長l工、" *州似1Iでは垂水海岸
に露11: L  、さらに神戸市須磨区多井畑方向ーにのびて、 H
化石を含む地層となる ーとしてこの上位には、植物化石
で有名な白川峠の凝灰岩の多レ地層が震なってくる。-
1i淡路ぬでは、絵向、 11打、野島、富島なとで海棲の只化
石を含むj也層泊るこれに属するο 海底の fl]IJiYi待群は、|可岸
の地層カらみて海l成層であろうと推定される。

，] ，央部の海釜付近および、木州側に広く分布する。下
位の神戸開群を不整合におおL ¥ 段丘際層に一部被補さ

なり、熊楠は、よi英粗面岩、安1I1桁由通多L、。 1リll.:eiJiI員iの

匁Iられてし、ない l 多分、 4二の1(1，環日汚カ=それにj十l'甘するの
でなかろうか。 I与さは、約2 5 - 5 0 m c そしてその上位に
内生層系の1熊カ多L 、砂際層力、あるのが普通である I与さ
25-30m- L 治、 L 、乗水南)i 1，2'ln1 付近には、 三二のi，li何事
の疎開のji'df"::' - ，ャ一人 flj1i士7府鮮の砂岩などカ} らなる際
何カ1ある， I早さ 20'目前後、三れらの礁層をふくむ J也層
は、明石象で有名な明石市内八木海岸の海蝕wに高IH し
てL 、る地層を含む、明石累府に属することは| 日Ji立L 、な
¥， ，可己主E水南方の際問l士、垂水際問と liiJ じものであん

う内
J)!，山‘
i T 線より水以1011/ liiJ後のとι〆」じみられ、{ 妙、制H砂際

カaらたる、) 亨さ r/J，IJI

海 峡の成因

明石海峡の作1だしたnlは、節々の資料力 iら、]'1][判ILて、
新生代第四紀 ( 1 1 - ] 2 ) で. 約50万午位以liilの氷M1切
にたんじよう L たであろうと考えてL、る。このころ、瀬
戸内海はひろし水域であり、やbて訪れた氷j切に海水而
は後退し、| 傾化がはじまるに】 f>l.tJ:のlりj石海峡は、勺II!J の
河道で、市市川、古加古川の水をあつめて、大阪湾、紀
伊水道へとつながってレた。この川にそった平地が、現

IJ止された時期は、おそらく最後の氷期のウノレム氷期約 5
万年前であろうと思う υ

一般に氷期になれば、地球ヒの水分のうち氷となって
しまうのが多く、 L た力、って海水面が低 Fする。逆に問
氷期になると、気視の上昇で、氷は融け、 7K量をますr

つまり、氷期には海7Kiinか後退して、カ iつての海底がi停
上にあらわれ、その平山な地表には、新しL、谷が刻ま
れ、新 L ¥， 、地形をつくってし、く、新作代の最後の時代で
ある c 第四紀は氷河時代と呼ばれ、潟水聞の昇降はとく
に著名であり、各地に多くの段 1千j也il手を、その統拠物と
L て残してし、抗)
これまで、通俗l'Jfgな利学宍なとに、明石海峡は、| 断層

運動による、陥t没受の結果生じたと手持?れL、たものカが1多L、カ
今田の調T杏年によつてその成悶カが: はつきりしfたこわけであ
る。
地質図にあるように、北東一南丙方向の断! 脅の存在は

みとめられるが、落差なども大きくなく、とうてL、搬出支
の11¥(悶を決定したほと、の影響をあたえたとは思われぬ「
さらに、海峡の最深部( 海会長) を追ってし、くと、北刊
南東・東西万I"J と、地質構造とは無関係に斜行 L 、先行
性河ヰヰをおもわしめる
主た、 「白鯨号」により観察 L たとこん、海11侠底には

一部を| 徐き現世の堆積物はみられず、削f市dによる浸食の
状態にあることがわ泊、った 断層の;51'iJは、全体と L
て、北東 南両方向であり、六甲山地を形成した衝上断
層の h 向と一致するまた、淡路島に近く、島の形に平
行する断照のあることは、興味深し、ことで、 この断 pi

1  

3 つの断問によって、，I，'hの) 阪がつくられたのであろう l
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